
地域経済を維持・活性化したい

先進地域の事例が知りたい

事業承継における自治体の役割を知りたい

（　　）13:30-16:30 受付開始
13:00～2022.11/25（金）

仙都会舘 会議室8F（仙台駅徒歩5分/定員30名）会場

Microsoft Teamsオンライン

自治体関与型中小企業事業承継支援モデルの構築・展開事業キックオフ・セミナー

お問い合わせ・事務局：株式会社ジェイアール東日本企画 青森支店 ☎017-721-0226
主催：東北経済産業局・独立行政法人中小企業基盤整備機構東北本部



経済産業省の委託により全国に設置された公的支援
機関として、中小企業の事業承継に関する相談を幅
広く支援する事業承継・引継ぎ支援センターの事業
内容や、自治体との連携事例について紹介します。

中小企業・小規模事業者は、地域経済において重要な役割を果たしていますが、実に3割にもあたる事業が
後継者の不在により自然廃業することが予見されています。
東北地域においては、他の地域に先行して経営者の高齢化が進み、事業承継は待ったなしの状況であり、様
々な関係機関の連携による事業承継支援が必要です。地域で事業承継を促進するためには、地方自治体が
地域の支援機関のハブとなるよう支援体制の構築が期待されています。
本セミナーでは、「自治体による事業承継支援の必要性と可能性」をテーマに、事業承継に自治体が関与す
る必要性と役割の共有を図ります。

基調講演 13:45-14:45

「地域承継としての事業承継」
～産・官・学・金で考える地域ぐるみでの事業承継支援
地域の維持・活性化を目的とした小規模事業の事業承継支援の必要性を、自治体、金融
機関、大学等の様々なプレーヤー視点から眺めるとともに、第二創業や事業変革、移住や
関係人口、副業人材の活用など、社会変化に合わせた複眼的なフレームワークをお話します。

合同会社イキナセカイ代表／神戸大学客員教授／事業プロデューサー安川 幸男
出版・メディア業界を経て、（株）NTTデータに入社。
持株会社、ドコモなど、15年間NTTグループで事業開発・戦略を担当。
2016年 鳥取へⅠターン移住し、鳥取県庁へ入庁。商工労働部で起業家支援を担当。
　　　  その後（株）鳥取銀行へ移り、若手後継者の育成等に携わる。
2020年 ＜産・官・学・金＞すべてを経験したことを活かし、事業プロデュースに特化した法人を設立。
　　　  神戸大学客員教授就任（起業家教育・イノベーション・MBA）

自治体名

参加方法 　□仙台会場　　　□オンライン

TEL

E-mail

部署名

参加者名

■所在地　仙台市青葉区中央 2-2-10　TEL：022-222-4187
■交　通　JR仙台駅　西口　徒歩 5分
　　　　　JR仙石線あおば通駅 出入口①　徒歩 1分
　　　　　地下鉄広瀬通駅 東出口②　徒歩 3分

050-3488-0810

参加申込

11月21日(月)FAX送信先 申込締切

自治体関与型事業承継支援とは 東北経済産業局 産業部 中小企業課 係長／桑島 大地事業説明 13:30-13:45

豊岡市が、企業版ふるさと納税を活用して、但馬信
用金庫と相互に連携した、移住定住、創業・第二創
業及び事業承継支援に取り組む事例を紹介します。

先進事例紹介
15:00-15:30

移住定住支援、創業・第二創業支援、
事業承継支援の三位一体の取り組み

兵庫県豊岡市 環境経済部
環境経済課 経済政策係／福井 亮介

16:00-16:30

事業承継・引継ぎ支援センターの取組み

秋田県事業承継・引継ぎ支援センター
統括責任者／河田 匡人

美作市役所が主体となり、オープンネームプラットフォーム「岡
山県美作市継業バンク」を開設。地域おこし協力隊制度を活
用した第三者承継やインターンシップにより譲り手と継ぎ手
の交流を図るなど、M&Aとは異なる承継事例を紹介します。

15:30-16:00

譲り手、継ぎ手、地域　三方良し　
岡山県美作市継業バンクの取り組み

元・岡山県美作市 企画振興部 
企画情報課／丸山 耕佑

【ご登録いただいた情報の利用目的について 】 本セミナーのお申込みにあたりご提供いただきました情報については、主催機関（東北経済産業局・中小機構）において、次の通り利用いたします。
１．本セミナーを含む「令和 4年度自治体関与型中小企業事業承継支援モデルの構築・展開事業」の実施・運営　２．アンケートの実施等による調査・研究および参考情報の提供　３．登録者様に有益と思われるセミナー情報のメールによるご案内（任意）


